
19 － 20
24 － 15
28 － 16
27 － 27
－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ
4 29 5 6 2 1 4 7 0 3 1 3
5 12 0 5 2 1 5 8 1 1 3 2
6 2 0 1 0 0 6 14 2 3 2 4
7 18 2 3 6 4 7 0 0 0 0 0
8 9 0 4 1 1 8 5 1 0 2 2
9 1 0 0 1 2 9 15 3 2 2 1
10 0 0 0 0 2 10 0 0 0 0 0
11 10 0 2 6 3 11 0 0 0 0 0
12 2 0 1 0 4 12 18 0 9 0 3
13 2 0 1 0 0 13 4 0 2 0 3
14 5 1 1 0 0 14 0 0 0 0 0
15 2 0 1 0 2 15 5 0 2 1 2
16 2 0 1 0 2 16 0 0 0 0 0
17 0 0 0 0 0 17 0 0 0 0 0
18 4 0 2 0 0 18 0 0 0 0 0

98 8 28 18 78 7 22 11
○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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　一回戦、海星対鹿児島工の試合は、ディフェンスからの速い攻めでリズムを掴んだ海星が後半中盤、一時は30点ほどリード
する大差で勝利した。
  第１Ｐは、互いにマンツーマンディフェンスでスタート。海星は＃４山田、＃８松尾の３Ｐシュートや＃５中嶋のミドル
シュートなどで得点。それに対し、鹿児島工は４名の選手を頻繁に交代し、＃６佐多、＃12中深迫のミドルシュートや＃９東
の３Ｐシュートで対抗。鹿児島工の終了間際の時間をぎりぎりまで使った＃６佐多のミドルシュートで20対17とし、第１Ｐを
終了した。第２Ｐは、海星が、ディフェンスを１－２－１－１のゾーンプレスに切り替え、逆転、突き放しにかかる。鹿児島
工は、開始２分、22対26とリードされたところで、たまらずタイムアウト。その後、一時、鹿児島工も追い上げ、接戦に持ち
込むがラスト２分、34対39と離されたところでディフェンスを、２－２－１のゾーンプレスに切り替えたが、35対41と逆転さ
れて前半を終了した。第３Ｐになり、鹿児島工は、ハーフマンツーからの速攻などで＃４中村が得点するものの、海星のゾー
ンプレスが機能し始め、じりじりと点差を広げられていく。鹿児島工は、再度ゾーンプレスで反撃を試みるが、51対69で終了
する。第４Ｐは、＃５石橋、＃12中深迫などのシュートで粘りを見せるが、海星の勢いを止めることができず、96対78で海星
が圧勝した。

0

20

40

60

80

100

120

0 5 10 15 20 25 30 35 40

経過時間

得
点

海星高等学校
鹿児島工業高等学校

鹿児島工業TO
12:23

鹿児島工業
TO
14:52

海星TO
19:55

鹿児島工業TO
25:36

鹿児島工業TO
31:31


